
「愛技会」賛助会員会社からの意見聴取及び分析結果 [令和3年度] 

 

１．日  時：令和3年10月15日(金) 

２．調査対象：「愛技会」会員会社（11社） 

３．場  所：新型コロナウイルス禍にあり、対面会議を中止し「書面調査」とした。 

４．聴取した意見 

 (ア)入学者選抜について 

  ・概ねアドミッションポリシーへの理解はいただけている。 

(イ)カリキュラムの内容・学修方法・学修支援・学修成果について 

・ディプロマ及びカリキュラムポリシーへの取り組み状況は適切と理解されている。 

(ウ)教員組織について 

・適切との理解である。 

(エ)施設・設備について 

 ・適切との認識である。 

(オ)会社との接続について 

 ・問題なしとの理解である。 

(カ)その他の意見  

 ①コロナ次第ですが、後援会企業(OB社員含む)と交流する機会を作っていただきたい。 

 ②弊社において御校卒業生の活躍により自動車整備業を通じ、地域社会へカーライフの安心

安全を提供しております。微力ではありますが御校の人材育成を支え東三河地域の自動車

産業活性化に繋げていければと考えます。(スズキ自販東海) 

５．聴取した意見への対応 

   ①本学の「建学の精神」に基づいた3ポリシーの方針は、概ね理解いただけていると受けと  

められる。 

②後援会企業は170社あり、すべての企業と交流することは難しいが、学内で開催する技術 

研修会や企業説明会等に合わせて、OB・OGとの交流が持てるよう考えたい。 

③卒業生の地域社会への貢献が伺い知れ、自動車産業界への人材輩出を担う高等教育機関と  

しての役割が果たせるよう教育改革に邁進する必要がある。 

以上 


